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決 議 １件

○東京電力福島第一原子力発電所における放

射能汚染水の外洋流出への確実な対策を求

める決議

発 議 １件

○宮城県議会委員会条例の一部を改正する条

例

意見書 ２件

○東日本大震災の集中復興期間の延長と特例

的な財政支援の継続を求める意見書

○東日本大震災の復旧・復興に係る雇用の創

出及び安定的な雇用の確保を求める意見書

可決・承認・同意した
知事提出議案 165件

○平成 年度宮城県一般会計予算

○工事請負契約の締結について（石巻漁港岸

壁等災害復旧工事）

○専決処分の承認を求めることについて（和

解）

○監査委員の選任につき同意を求めることに

ついて ほか

採択した請願 １件

○みやぎ環境税の活用に関することについて

不採択となった請願 １件

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又俣
末
末
末
末迄 又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又 沫

末
末
末
末

抹
※議案等に対する各議員の表決状況につい

ては、県議会ホームページに掲載している

ほか、議会図書室で閲覧できます。

○宮城県独自の「学力調査」に関することに

ついて

再
生
期
２
年
目
ス
タ
ー
ト

第
３
５
１
回
宮
城
県
議
会
（
２
月
定
例
会
）
は
、
平
成

年
２
月

日
か
ら
３
月

日
ま
で

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。
総
額
１
兆
４
２
５
９
億
円
の

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案

な
ど
計
１
６
５
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。

年
度
は
県
震
災
復
興
計
画
で
定
め
る
「
再
生

期
」
の
２
年
目
に
当
た
り
、
村
井
嘉
浩
知
事
は
提
案
理
由
の
説
明
で
「
創
造
的
な
復
興
の
成
果

を
目
に
見
え
る
形
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
重
点
施
策
の
具
現
化
を
一
層
図
っ
て
い
く
」

と
強
調
し
た
。
代
表
質
問
や
一
般
質
問
で
は
、
地
方
創
生
な
ど
を
含
め
た
当
初
予
算
案
、
観
光

振
興
策
、
指
定
廃
棄
物
最
終
処
分
場
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
活
発
に
交
わ
し
た
。
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●
質
問
者

代
表
質
問
は
、中
山
耕
一（
自

由
民
主
党
・
県
民
会
議
）
、
藤

原
の
り
す
け
（
改
革
み
や
ぎ
）

の
２
人
。

一
般
質
問
は
、
長
谷
川
敦
、

只
野
九
十
九
、
長
谷
川
洋
一
、

佐
々
木
幸
士
、
中
沢
幸
男
、
石

川
利
一
、小
野
隆
、相
沢
光
哉
、

今
野
隆
吉
（
自
由
民
主
党
・
県

民
会
議
）
、
内
海
太
、
太
田
稔

郎
、
ゆ
さ
み
ゆ
き
（
改
革
み
や

ぎ
）
、
岸
田
清
実
（
社
民
党
県

議
団
）
、
小
野
寺
初
正
、
伊
藤

和
博
（
公
明
党
県
議
団
）
、
三

浦
一
敏
、
遠
藤
い
く
子
（
日
本

共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団
）
、

境
恒
春
、
堀
内
周
光
（
無
所
属

の
会
）
、
齋
藤
正
美
（
最
速
復

興
県
民
の
会
）
の

人
。

農
業
振
興
に
関
し
て
は
、
議

員
か
ら
宮
城
県
ら
し
い
農
業
の

在
り
方
、
農
業
の
担
い
手
な
ど

の
質
問
が
あ
っ
た
。
知
事
は
農

業
の
在
り
方
に
つ
い
て
「
東
日

本
大
震
災
や
国
の
農
政
改
革
、

米
価
下
落
な
ど
、
情
勢
が
変
化

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

年
度
、
み
や
ぎ
食
と
農
の
県
民

条
例
基
本
計
画
の
見
直
し
に
着

手
し
た
」
と
答
え
た
。

見
直
し
の
方
向
に
つ
い
て
知

事
は

需
要
に
応
じ
た
農
業
生

産
を
一
層
加
速
す
る
ほ
か

農

業
法
人
の
育
成
や
相
互
連
携
の

推
進

農
地
中
間
管
理
事
業
の

活
用
に
よ
る
大
規
模
土
地
利
用

型
経
営
体
の
育
成
強
化

平
坦

部
や
中
山
間
地
等
立
地
条
件
に

応
じ
た
農
業
の
振
興
な
ど
を
視

点
に
盛
り
込
み
な
が
ら
検
討
し

て
い
く

と
語
っ
た

農
業
の
担
い
手
育
成
に
関
し

て
は
、
農
林
水
産
部
長
が
「
経

営
の
発
展
段
階
に
応
じ
、
就
農

希
望
者
に
は
県
内
外
で
の
就
農

相
談
の
実
施
や
国
の
青
年
就
農

給
付
金
事
業
な
ど
を
活
用
し
、

新
規
就
農
者
の
確
保
に
努
め
、

就
農
後
に
は
経
営
管
理
能
力
向

上
の
研
修
、
組
織
化
・
法
人
化

へ
の
指
導
、
み
や
ぎ
産
業
振
興

機
構
と
の
連
携
に
よ
る
新
商
品

開
発
や
販
路
拡
大
に
向
け
た
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
」
な
ど

と
答
弁
し
た
。

農
地
中
間
管
理
事
業
が
目
標

を
下
回
っ
て
い
る
状
況
に
関
す

る
質
問
も
あ
っ
た
。

農
林
水
産
部
長
は
、
今
年
度

末
の
事
業
実
績
は
目
標
２
千
㌶

に
対
し
、
４
５
０
㌶
程
度
に
な

る
見
通
し
を
示
し
た
上
で
、
そ

の
理
由
を
「
出
し
手
農
家
へ
の

周
知
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
従
来
の
農
業
者
間

の
相
対
に
よ
る
農
作
業
受
委
託

か
ら
の
切
り
替
え
が
進
ま
な
か

っ
た
こ
と
や
、
中
間
管
理
事
業

の
受
入
要
件
で
あ
る
相
手
先
を

特
定
せ
ず
、

年
間
貸
し
付
け

る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
強
か
っ

た
」
な
ど
と
説
明
。
今
後
の
対

応
策
と
し
て
、
事
業
の
周
知
徹

底
、
出
し
手
と
受
け
手
の
合
意

形
成
を
加
速
す
る
た
め
に
県
職

員
を
話
し
合
い
の
場
に
参
画
さ

せ
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
。

当
初
予
算
に
関
し
て
は
、
予

算
編
成
を
は
じ
め
地
方
創
生
や

集
中
復
興
期
間
の
延
長
な
ど
と

関
連
付
け
た
議
員
の
質
問
が
目

立
っ
た
。

予
算
編
成
に
関
す
る
質
問
に

関
し
、
知
事
は
「
復
興
の
進
展

に
伴
う
災
害
復
旧
事
業
費
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
今
年
度

と
ほ
ぼ
同
規
模
を
確
保
し
、『
創

造
的
復
興
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
予

算
』
の
名
前
の
通
り
、
被
災
者

支
援
を
は
じ
め
と
す
る
復
旧
・

復
興
の
加
速
化
は
も
と
よ
り
、

公
共
施
設
の
維
持
管
理
や
子
ど

も
・
子
育
て
環
境
の
整
備
等
に

も
可
能
な
限
り
措
置
し
た
」
と

編
成
方
針
を
説
明
し
た
。

知
事
は
中
期
的
な
財
政
見
通

し
に
も
触
れ
、
「
平
成

年
度

に
は
社
会
保
障
経
費
の
増
加
を

主
な
理
由
と
し
て
１
０
０
億
円

を
超
え
る
財
源
不
足
が
見
込
ま

れ
る
」
と
憂
慮
。
「
県
財
政
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

く
こ
と
か
ら
、
財
政
健
全
化
に

向
け
た
一
層
の
努
力
が
必
要

だ
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

震
災
後
の
状
況
を
踏
ま
え
た

地
方
創
生
に
関
す
る
質
問
も
あ

っ
た
。
知
事
は
「
今
後
、
国
が

掲
げ
た
地
方
創
生
の
取
り
組
み

と
し
て
、
生
活
機
能
の
整
備
や

雇
用
の
場
の
創
出
等
の
地
域
の

維
持
、
活
性
化
策
を
講
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
再
生
や
発
展

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
答

弁
し
た
。

地
方
創
生
を
実
施
す
る
事
業

費
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て

は
、
知
事
が
「
約

億
円
を
本

議
会
に
追
加
提
案
し
た
い
。
こ

の
中
に
は
仮
称
・
宮
城
県
地
方

創
生
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
経

費
も
計
上
し
て
お
り
、
市
町
村

が
策
定
す
る
総
合
戦
略
と
の
整

合
や
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今

年

月
ま
で
に
策
定
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

国
が
平
成

年
度
ま
で
と
し

て
い
る
集
中
復
興
期
間
の
延
長

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
知
事

は
「
今
の
と
こ
ろ
、
国
か
ら
明

確
な
方
針
は
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
今
般
の
通
常
国
会
に
お
い

て
、
安
倍
首
相
か
ら
平
成

年

度
以
降
も
被
災
者
に
寄
り
添

い
、
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く

と
の
答
弁
が
あ
り
、
国
は
引
き

続
き
被
災
地
の
現
状
を
十
分
理

解
し
て
い
る
と
思
う
」
と
の
受

け
止
め
方
を
示
し
た
。

地
方
創
生

市
町
村
と
連
携

県
が
基
本
計
画
見
直
し
着
手

農
業
に

宮
城
ら
し
さ

責
任
あ
る
対
応
を

知
事

国
に
要
望
を
継
続

仙台・宮城観光ＰＲキャラクターの むすび丸 も
定期的に観光客を出迎えている仙台空港
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議長記者会見

挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧挧常任委員会

３月５日 ６日の両日 委員 人に

よる総括質疑を行い その後 各分科

会での審査を経て 平成 年度宮城

県一般会計当初予算等を可決した

総括質疑者 畠山和純 中島源陽

細川雄一 佐藤光樹 佐々木征治 自

由民主党・県民会議 坂下賢 坂下や

すこ 改革みやぎ 本多祐一朗 社民

党県議団 庄子賢一 公明党県議

団 天下みゆき 日本共産党宮城県

会議員団 菅間進 無所属の会 吉

川寛康 世紀クラブ 齋藤正美 最

速復興県民の会

今定例会での主な審査議案は次の

通り。

●総務企画委員会

審査議案 包括外部監査契約の締結

についてなど 議案

●環境生活農林水産委員会

審査議案 工事請負契約の締結につ

いて（波路上漁港防潮堤災害復旧工

事）など 議案及び請願１件

●保健福祉委員会

審査議案 社会福祉施設条例の一部

を改正する条例など 議案及び請願

２件

●経済商工観光委員会

審査議案 緊急雇用創出事業臨時特

例基金条例の一部を改正する条例な

ど２議案

●建設企業委員会

審査議案 工事請負契約の締結につ

いて（淀川護岸等災害復旧工事）な

ど 議案

●文教警察委員会

審査議案 文化財保護条例の一部を

改正する条例など８議案及び請願２

件

本
県
関
係
国
会
議
員
と
意
見
交
換
会
を
行
う

大
震
災
復
旧
・
復
興
対
策
調
査
特
別
委
員
会

の
委
員
（
奥
）

大震災復旧・復興対策調査特別委員会

予算特別委員会

県議会では、年４回の定例会開会

日に ラウンジコンサート を開催し

ています。入場は自由ですので、ぜ

ひご来場ください。

◇次回コンサートの開催予定

・日時／平成 年６月 日（月）午

後０時 分～ 分

・場所／県議会庁舎１階ラウンジ

・出演／ステラ カンタービレ（声

楽 ピアノ フルート演奏）

・曲目／踊り明かそう ほか

▷お問い合わせ先 宮城県議会事務

局総務課290222113571

●傍聴のご案内

本会議、各委員会は手続きの上、

傍聴することができます。

▷お問い合わせ先 宮城県議会事務

局総務課290222113571

県議会からのお知らせ
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⊃⊂⊂⊂

宮城県議会事務局政務調査課

〒980－8570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号

290222113592 宰0222113598

Ｅメール

みやぎ県議会だより へのご意見・ご感想をお寄せください
大震災復旧・復興対策調査特別委

員会は、１月から２月初旬にかけて、

沿岸市町や商工会議所、水産加工業

者等を対象に調査を行い、そこで得

られた課題等について現状把握を行

うとともに、２月 日に正副議長と

ともに本県関係国会議員と意見交換

会を実施した。

２月定例会閉会日の３月 日、安

藤俊威議長が記者会見を行った。

２月定例会を振り返って安藤議長

は「東日本大震災から４年が経ち、

会期中には、制定してから２回目と

なるみやぎ鎮魂の日を迎えた。東日

本大震災の犠牲となられた方々を追

悼するとともに、一日も早く、目に

見えるかたちで復興が進み、県民の

方が安心して暮らせるよう、議会と

して取り組んでいくことを強く決意

した。今定例会においても東日本大

震災からの復旧・復興にかかる諸課

題や県政の重要課題について活発な

議論がなされた。予算関係について

は、宮城県震災復興計画における再

生期の２年目となる平成 年度の当

初予算を議決した。東日本大震復旧

・復興に関しては、竹下復興大臣や

安倍首相から発言のあった復興財源

の地方負担について、莫大な事業費

を考えると到底対応できるものでは

なく、復興の大幅な遅れにつながり

かねないため、集中復興期間の延長

と特例的な財政支援の継続を求める

意見書を議決した。今後、知事や県

内市町村、市町村議会と連携して、

国への要望活動を行っていきたい。

福島第一原発における放射能汚染水

の外洋流出については、今回の事態

を受けて、確実な対策を求める決議

をした」と述べた。

末
末
末迄 又又又又又又又又又又又又又 沫

末
末
末

県議会震災記録誌を手に

会見を行う安藤議長

平成27年
２月定例会特集 第113号
編集・発行 宮城県議会広報委員会

290222113592

〒980228570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号
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末
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末

ホームページのご案内
県議会のあらまし 議員名簿 本会

議と委員会の日程等 各種 請願・陳
情等 手続きの案内 会議録等を掲載
しています
インターネットで本会議 予算・決
算特別委員会の生中継 録画画像を
ご覧になれます

ｓｉｔｅ

県議会２月定例会本会議

観光振興

香
港
便
再
開
に
意
欲

知
事

航
空
会
社
へ
働
き
掛
け
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東
北
の
空
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

で
あ
る
仙
台
空
港
の
民
営
化
の

見
通
し
、
海
外
か
ら
の
誘
客
な

ど
、
県
の
観
光
振
興
策
に
関
す

る
質
問
も
多
か
っ
た
。

空
港
民
営
化
に
関
す
る
質
問

で
は
、
運
営
権
者
が
４
グ
ル
ー

プ
に
絞
ら
れ
た
こ
と
に
絡
ん

で
、
知
事
が
「
今
後
、
競
争
的

対
話
と
第
２
次
審
査
を
経
て
、

国
が
優
先
交
渉
権
者
を
選
定

し
、
来
年
３
月
に
は
民
間
の
運

営
権
者
に
よ
る
空
港
の
一
体
的

な
運
営
が
始
ま
る
」
と
の
見
通

し
を
示
し
、
「
東
北
全
体
の
発

展
を
牽
引
す
る
魅
力
あ
る
空
港

を
目
指
し
、
民
営
化
後
も
運
営

権
者
や
関
係
市
、
経
済
団
体
等

と
連
携
し
て
仙
台
空
港
の
活
性

化
に
取
り
組
む
」と
強
調
し
た
。

平
成

年
４
月
ま
で
定
期
便

が
運
航
さ
れ
て
い
た
香
港
・
仙

台
の
直
行
便
の
再
開
に
関
す
る

質
問
も
あ
っ
た
。

知
事
は
昨
年

月
、
副
知
事

が
香
港
を
訪
問
し
た
際
、
香
港

の
政
府
関
係
機
関
や
旅
行
会
社

の
関
係
者
か
ら
香
港
の
観
光
客

を
増
や
す
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
な
が

ら
、
「
官
民
一
体
と
な
っ
て
宮

城
、
東
北
の
魅
力
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、
航
空
会
社
へ
の
働

き
掛
け
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
」
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
た
。

平
成

年
度
の
観
光
客
誘
致

策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
、

知
事
は
「
観
光
分
野
で
の
地
域

間
競
争
が
激
し
く
な
る
中
で
、

危
機
感
を
持
っ
て
県
外
か
ら
の

誘
客
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
来
年
度
、
県

で
は
新
た
に
首
都
圏
の
マ
ス
コ

ミ
を
活
用
し
て
観
光
情
報
の
発

信
に
取
り
組
む
ほ
か
、
中
部
以

西
か
ら
の
誘
客
を
図
る
た
め
、

航
空
会
社
と
連
携
し
た
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
」
と

答
弁
し
た
。

ま
た
、
知
事
は
「
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
と
の
相
乗
効
果
を
高

め
る
た
め
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
た
割
引
旅
行
券
を
発
行
し

て
、
わ
が
県
へ
の
旅
行
を
促
す

な
ど
、
し
っ
か
り
と
観
光
客
の

誘
致
に
取
り
組
む
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

福
島
第
１
原
発
事
故
で
発
生

し
た
指
定
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
建
設
を
め
ぐ
り
、
議
員
か
ら

「
一
日
も
早
い
指
定
廃
棄
物
の

処
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況

を
考
え
る
と
、
国
に
は
毅
然
と

し
た
対
応
を
望
む
が
ど
う
か
」

と
、
知
事
の
姿
勢
を
た
だ
す
質

問
が
あ
っ
た
。

知
事
は
「
県
内
に
は
農
林
業

系
の
汚
染
廃
棄
物
が
多
く
、
分

散
し
て
保
管
さ
れ
、
不
安
定
な

状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
処
理

を
で
き
る
限
り
早
く
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
市
町
村
長
会
議
で

の
議
論
の
積
み
重
ね
を
踏
ま

え
、
国
に
対
し
て
指
定
廃
棄
物

の
処
理
を
責
任
を
も
っ
て
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
た
だ
く
よ

う
、
引
き
続
き
働
き
か
け
て
い

く
」
と
答
え
た
。

「
県
民
に
寄
り
添
っ
た
姿
勢

で
国
に
臨
む
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
」
と
の
質
問
も
あ
っ
た
。

知
事
は
「
汚
染
廃
棄
物
の
仮

保
管
が
長
く
な
っ
て
い
る
状
況

か
ら
、
保
管
に
か
か
わ
る
住
民

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
は
、
詳
細
調
査

候
補
地
と
な
っ
た
住
民
の
思

い
も
理
解
で
き
る
。
ど
ち
ら

も
大
変
苦
し
い
思
い
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
十
分
承
知
し

て
い
る
が
、
仮
保
管
さ
れ
た

汚
染
廃
棄
物
は
安
全
に
処
理

す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

そ
れ
が
県
民
の
た
め
に
な
る
」

と
、
国
や
市
町
村
と
連
携
し
て

処
理
の
促
進
に
努
め
て
い
く
こ

と
を
強
調
し
た
。
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医
師
確
保
で

県
が
対
策
室

医
学
部
新
設
対
応

東
北
薬
科
大
へ
の
医
学
部
新

設
に
関
し
、
国
が
大
学
側
に
付

し
た
七
つ
の
条
件
へ
の
対
応
状

況
を
尋
ね
る
質
問
が
あ
っ
た
。

知
事
は
、
東
北
薬
科
大
が
医

学
部
教
育
運
営
協
議
会
を
設
置

し
、
教
員
や
医
師
の
確
保
、
東

北
地
方
へ
の
医
師
の
定
着
な
ど

条
件
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て

い
る
こ
と
を
示
し
な
が
ら
「
総

合
診
療
医
の
養
成
等
に
つ
い
て

は
、
大
き
な
異
論
は
出
て
い
な

い
も
の
の
、
教
員
等
の
確
保
策

や
修
学
資
金
制
度
を
活
用
し
た

医
師
定
着
策
等
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
な
る
議
論
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

そ
の
上
で
、
知
事
は
「
十
分

に
議
論
を
尽
く
さ
な
い
ま
ま
で

拙
速
に
結
論
を
得
よ
う
と
す
る

こ
と
は
、協
議
会
は
も
と
よ
り
、

今
後
の
協
力
・
連
携
体
制
に
支

障
を
来
し
か
ね
な
い
。
医
学
部

新
設
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に

は
、
各
県
の
合
意
形
成
が
な
さ

れ
る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て

お
り
、
薬
科
大
に
は
真
摯
か
つ

丁
寧
に
対
応
す
る
よ
う
求
め
て

い
く
」
と
答
弁
し
た
。

医
師
確
保
対
策
に
向
け
た
県

の
組
織
改
編
を
求
め
る
質
問
で

は
、
保
健
福
祉
部
長
が
「
従
来

の
医
師
確
保
対
策
を
き
め
細
や

か
に
進
め
る
と
と
も
に
、
新
し

い
医
学
部
の
卒
業
生
を
含
め
た

県
内
の
医
療
機
関
勤
務
医
師
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
も
十
分
に

考
慮
し
た
医
師
配
置
策
を
推
進

し
て
い
く
」
と
述
べ
、
４
月
の

組
織
改
編
で
、
新
た
に
医
師
確

保
対
策
室
を
設
置
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。


